
学費の公私間格差是正、『私学も無償に』、就学支援金制度の維持・拡充、 
 

 
 

 

兵庫から2020年度からの県単拡充についての具体的な内容が届きました。国拡充で浮いた県単分は「崖」緩和の県単制度拡充に回されています。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回の県制度拡充を報じる『兵庫私教連FAXニュース』です。県の平均授業料と国拡充分の差額を補助し、年収590万円未満世帯の「授業

料無償」を実現させました。その上で、年収590万円以上の世帯への県単補助も創設しました。年収590～730万円未満世帯まで年額10万

円、年収730～910万円未満世帯まで年額5万円補助です。 

 
全全国国私私立立学学校校教教職職員員組組合合連連合合  

No.51  2020年2月18日（火） 

紹介議員１７８名（のべ１９３名）へ、大阪が昨年を上回る 16名へ、京都昨年同数 11名に、宮城、福島も昨年同数へ 

署名数も４１２万筆へ ２／１８分の集約数の報告をお願いします ２／２０の集会まで 1筆でも多くの集約を!! 

 


